
経済産業省職員事件 最高裁判決
― 性同一性障害者の排除問題が問う、司法の在り方

講師 ： 弁護士 立石結夏 先生
早稲田大学法学部、琉球大学ロースクール卒業 2011年弁護士登録
現在、新八重洲法律事務所に所属し、企業・金融法務に従事
一般社団法人生命保険協会・裁定審査会補佐弁護士／第一東京弁護士会・性の多様性理解
促進ＰＴ座長／ＮＰＯ法人東京レインボープライド監事

日時

時間

対象

2024年１月25日 (木)

13:00 ～ 15：00

KOMAnetアカウントをお持ちの教職員・学生

TEL 03-5712-4703・4776

お問合わせ先 ： 駒澤大学法科大学院係 ・ 司法研究所事務室

オンライン
開催

２０２３年度第1回 駒澤大学法科大学院・司法研究所特別講演会

MAIL klawgs@komazawa-u.ac.jp

参加方法

KOMAnetアカウントから右下の2次元コードより
お申込みください。

申込締切 1月21日（日）

共著に「詳解LGBT企業法務」（青林書院）、「セクシュアルマイノリティQ＆A」（弘文堂）等。 Web日本評論
「ルッキズムと法」シリーズ、「ＬＧＢＴＱ・性的マイノリティと法－トランスジェンダー女性の諸問題」シリーズを執
筆。法学セミナー２０１７年１０月「セクシュアル・マイノリティと暴力」、法学セミナー２０２１年５月「「女性らしさ」を
争点とするべきか－トランスジェンダーの「パス度」を法律論から考える」、労働法律旬報No.1994 10月下旬号
「性同一性障害者職員に対する職場の処遇の違法性」、法学セミナー２０２３年９月号「トランスジェンダー女性
問題から見える社会の歪み－経済産業省職員事件」等、関連論文・論考多数。

た て い し ゆ か

（Google Meet）
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